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平成３０年第１２回刈谷市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日  時  平成３０年１２月２５日（火） 午後２時００分 

２ 場  所  刈谷市役所 ７階 ７０１会議室 

３ 議事日程 

第１議事 前回会議録の承認について 

  第２議事 教育長報告 

  第３議事 議案第２８号  学区外就学について 

第４議事 部課長報告 

各課定例報告 

        平成３０年１２月議会一般質問、市民文教委員会質問事項報告 

        対応に苦慮している案件について 

  第５議事 意見交換 

        育てたい子ども像について 

 

 

４ 出席委員 

       教   育   長     太 田 武 司 

       委       員     池 田 裕 幸 
         （教育長職務代理者） 

       委       員     畠   留 美 

 委       員     石 田 芳 加 

       委       員     鶴 田 英 孝 

５ 委員以外の出席者 

       教 育 部 長    長谷川 文 成 

       教 育 総 務 課 長    加 藤 直 樹 

       学 校 教 育 課 長    木 野 昌 孝 

       生 涯 学 習 課 長    鷹 羽 和 久 

       ス ポ ー ツ 課 長    加 藤 幹 雄 

       教 育 総 務 課 課 長 補 佐    高 野   洋 

       教 育 総 務 課 総 務 係 長    神 谷 友 理 

       教育総務課総務係主事（書記）    野 尻 真 未 

   

 

開会宣言 

                         会議開始時間 午後２時００分 

 

【第１議事】 

教育長：第１議事 前回会議録の承認について上程 

教育総務課総務係長：前回定例会の会議録について訂正が無い旨を報告 
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教育長：第１議事について質疑を許可 

 

      質疑なし     第１議事           承認 

 

【第２議事】 

教育長：第２議事 教育長報告について上程 

 教育長報告 

  １１／２２ ・議会運営委員会 

        ・定例記者会見 

     ２５ ・刈谷市民文化祭美術展表彰式 

  １２／ １ ・愛知県市町村対抗駅伝大会 

      ２ ・平成３０年度刈谷文化協会表彰式 

        ・刈谷文化協会文化を語る会 

      ４ ・年末の全国交通安全運動 県内一斉大監視 

      ５ ・本会議 

      ６ ・本会議 

      ７ ・本会議 

     １０ ・県庁訪問 

     １２ ・刈谷市学校保健会第 2回役員会 

     １４ ・市民文教委員会 

     １７ ・市Ｐ連研究大会 

        ・成人式実行委員会 

     ２０ ・予算審査特別委員会 

     ２１ ・本会議 

     ２３ ・バトミントンＳ/Ｊリーグ２０１８刈谷大会開始式 

     ２５ ・表敬訪問（県論文最優秀賞受賞） 

 

教育長：第２議事について質疑を許可 

 

      質疑なし     第２議事           承認 

 

【第３議事：議案第２８号】 

教育長：第３議事 議案第２８号 学区外就学について上程 

学校教育課長：議案第２８号 学区外就学について説明 

 

教育長：議案第２８号について質疑を許可 

 

（質疑については、個人情報につき非公開） 
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         第３議事  議案第２８号         議決 

 

【第４議事：部課長報告】 

教育長：第４議事 部課長報告のうち、各課定例報告について上程 

教育総務課長：１月分給食献立について説明 

学校教育課長：１２月１日現在の児童・生徒数について説明 

１月分行事予定について説明 

生涯学習課長：１１月分生涯学習関係施設利用状況について説明 

１１月分市民休暇村客室等稼働状況について説明 

１１月分総合文化センター、図書館の利用状況について説明 

総合文化センターの今後の予定案内 

スポーツ課長：１１月分体育施設使用状況について説明 

   １月分行事予定について説明 

 

教育長：第４議事 部課長報告のうち、各課定例報告について質疑を許可 

 

池田委員：新成人の集いでは、どれくらいの人が来場されると見込んでいますか。毎年、

たくさんの人が来られて、場所の確保が難しいと聞きました。 

生涯学習課長：今年度の新成人は２，０４８人で、例年、７０％の出席率だと聞いており

ますので、１，４００人くらいが来場されるかと思います。総合文化センターの大

ホールの定員が１，５４１席で、来賓や恩師等で確保する席を考慮したうえで、新

成人の出席率が７５％になると、約７０席足りなくなる可能性があります。当日の

天候などにより、来場者数は左右されると思いますので、見込めない部分もありま

すが、現場の状況に応じて、臨機応変に対応させていただきます。 

池田委員：当日、会場が満席のため、新成人の方が大ホールに入れないということはあり

ますか。 

生涯学習課長：座席のことを考えますと、席に座れない新成人が出てくるかもしれません。

大ホールでは、立ち見ができませんので、別室で映像を見てもらうという形をとる

可能性があります。 

教育長：当日、満席になった場合、恩師等の席を空け、舞台の上に移動してもらうという

のはどうでしょうか。 

生涯学習課長：そういったことも考える必要があると思います。別会場ではなく、大ホー

ルにいないと都合が悪いような企画もあるので、工夫していきたいと思います。 

畠委員：主役は新成人の方なので、来てもらって会場に入れないとなると気の毒です。 

教育部長：生涯学習課の担当者とも相談しながらいろいろと考え、工夫しているのですが、

新成人の人数が増加したことにより、座席の確保は課題であります。 

学校教育課長：恩師の協力を得ながら、席をつめて座ってもらうようにしたら良いかと思

います。別の会場は使用できないのでしょうか。 

生涯学習課長：学校の先生方とも話し合いを行い、協力していただけたらと思います。席
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の配置等については詰めてもらうよう、生涯学習課で臨機応変に対応していきます。

小ホールは、保護者に開放しており、毎年、保護者の方には交代で見ていただいて

いるくらい満員の状態だそうです。もし大ホールが満員になった場合、新成人の方

には、ホワイエで見てもらうことになるかと思います。 

池田委員：記念品がブルートゥーススピーカーとありますが、いつもより高価ですか。 

生涯学習課長：値段は例年通りだと聞いております。 

 

教育長：第４議事 部課長報告のうち、平成３０年１２月一般質問、市民文教委員会質問

事項報告について上程 

 

教育長：第４議事 部課長報告のうち平成３０年１２月一般質問、市民文教委員会質問事

項報告について質疑を許可 

 

教育長：第４議事 部課長報告のうち、対応に苦慮している案件について上程 

学校教育課長：対応に苦慮している案件について説明 

教育長：第４議事 部課長報告のうち、対応に苦慮している案件について質疑を許可 

 

（質疑については、個人情報につき非公開） 

 

教育長：前回の定例会で、授業と授業の間の休憩でトイレに行く時間がないといった意見

を石田委員さんから受けました。それを踏まえて、学校教育課長より、５分前入室・

３分前着席についての説明をお願いします。 

学校教育課長：６中学校で、５分前入室・３分前着席に取り組んでいる関係で、とくに女

子生徒がトイレに行きづらいというご指摘をうけ、それぞれの中学校に聞き取り調

査を行いました。どの学校も５分前入室・３分前着席はありますが、特別厳しく指

導している感じではなく、級長等の係の生徒が声をかける程度の学校もありますが、

中には、１日中トイレに行かない生徒が一部いるそうで、養護教諭から心配の声が

出ているといった意見もありました。また、時間内に授業を終えることができない

と、休憩時間が短くなり、トイレに行けないと感じている生徒がいるかもしれない

ので、時間内に授業を終えることの確認はしているが、なかなか難しいところもあ

るといった意見もありました。どの学校も若干、厳しい先生がおり、トイレに行き

たくても申し出ることができない生徒がいるかもしれません。トイレに行きたいと

言える環境づくりに努めてもらおうと呼びかけてもらっています。今回は校長に聞

き、現状を確認してもらいましたが、今後も追調査をしながら、配慮をしていきた

いと思っております。 

 

教育長：５分前入室・３分前着席は、時間を守るという趣旨では良いかと思いますが、ト

イレに行けなくなるというのはどうかと思います。実際、実験などの授業で延長し、

休憩時間が短くなってしまったり、着替えが伴う授業で、どうしても休憩時間を１

０分間確保できなかったりするのは事実です。今回、この提案を受け、改めて先生
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たちには、授業は延長しないという意識をもってもらうよう努めていきたいと思い

ます。 

石田委員：この件に限らず、保護者と学校、子どもと学校の間で価値観の差や認識の違い

が生じ、思ったことを言えない雰囲気があるように思います。この問題は、信頼感

や話しやすい雰囲気があれば解決できるように思います。ご相談のあった刈谷南中

学校、刈谷東中学校の保護者の方には、時間内に授業を終えることや、トイレに行

きやすい雰囲気づくりを意識していただいていると伝えます。 

畠委員：正直、この件は全く知りませんでしたし、先日の朝日中学校の学校訪問での雰囲

気を見ても、トイレを我慢している子はいないという印象を受けたので、我慢して

しまう子がいるのだと知り驚きました。社会に出たときに、時間を守ることも必要

なので、そのことを指導してもらいつつも、トイレは我慢するものではないので、

勇気を出してトイレに行くという決断をすることも大切だと子どもたちに伝えてほ

しいと思います。 

教育長：先生がトイレへ送り出すことを上手くできれば、トイレに行きたいことを子ども

たちも伝えやすくなり、良い雰囲気が生まれると思います。そういった雰囲気づく

りが子どもとの信頼関係を築いていくと思うので、この提案をきっかけに先生たち

には意識してもらいたいと思います。 

学校教育課長：学校も「申し出ること」の大切さは伝えていますが、子どもたち全員が申

し出ることができるとは限らないので、申し出ることができない子への配慮が必要

だと思います。また、子どもが申し出たときの先生の一言が、「なんでトイレを済ま

せておかなかったのか。」と言うのと、「行っておいで。」と言うのでは、大きな差が

あると思います。こういったところでの丁寧な対応を職員一同心掛け、子どもたち

とのより良い信頼関係を築いていけたらと思います。 

池田委員：このような件についてはあまり知りませんでした。今回、問題提起をしていた

だき、良い機会だと思いますので、先生方にも共有していただければと思います。 

鶴田委員：この件で取り上げられている子はきっと、トイレに行きたいけれど時間も守ら

ないといけない、と真面目に捉えるお子さんだと思いました。ルールやマナーなど

の一番の目的になる部分を先生と子どもたちの間で今一度確認していただけたらと

思います。 

教育長：ありがとうございました。このことはきちんと学校に伝えますのでお願いします。 

 

     第４議事  部課長報告       承認 

 

 

【第５議事：意見交換】 

教育長：第５議事 意見交換 育てたい子ども像について上程 

 

教育長：２月１４日の本会議で、平成３１年度刈谷市の教育方針を議会に提出するにあた

り、委員の皆さんにご意見を拝聴し、参考にさせていただきたいと思いますので、

お一人ずつよろしくお願いいたします。 
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池田委員：育てたい子ども像につきましては、異を唱えるつもりはございません。刈谷市

の教育方針に賛同しております。ただ、自己肯定感、自己有用感という一般的にあ

まり聞きなれない言葉については、今回は注釈があり、分かりやすいと思いました

が、共有して進めていただけるとありがたいです。また、率直な思いとしましては、

現在の子どもたちは、何かあると立ち直れなかったり、つまずいてしまったりと弱々

しいところがあるように感じます。「たくましく生きる」といった側面も考慮してい

ただけたらと思います。 

 

畠委員：私も、育てたい子ども像の「自己肯定感と自己有用感に支えられ、確かな学力と

体力を身に付けた、当たり前のことが当たり前にできる子ども」というところに大

変共感しており、異議はありません。「当たり前のことが当たり前にできる」とあり

ますが、いつも、これは大人でも難しいことだと思いながらも、子どもたちにはそ

のように育ってほしいなと思っております。当たり前のこととは何だろう？と考え

たときに、挨拶をする、返事をする、人を大切にするなどいろいろとあると思いま

すが、思いやりをもつということが一番大切だと感じます。気を配れる、周りに思

いを寄せることができる子どもたちであってほしいです。学校訪問等で子どもたち

を見させてもらう中で、子どもから大人が学ぶことはとても多いように感じます。

今までも先生方は思いやりを大切に指導してくださっていると思いますが、今後も

より一層、思いやりを大切に指導していってほしいと思います。１つ、体力面では、

刈谷市の子どもたちはどういう状況なのかなと気になっておりました。中学生は良

い結果とのことですが、小学生は底上げをしていってほしいと思います。刈谷市は

スポーツをするのに恵まれた環境であると思いますので、試合で良い結果を残すこ

とだけではなく、体力増進に心がけて、ガッツのある子に育ってほしいと思います。 

教育長：野球、サッカーなどのクラブチームが充実しておりますが、スポーツをする子と

しない子が両極端になってしまっているように感じます。中学生になると全国の平

均レベルになりますが、小学生ですと体力テストの数値でみると低いという印象が

あります。 

 

石田委員：私も異議はありません。どの件に関しても言えることだと思いますが、教員と

子どもとの言葉のやりとりが誤解を生みかねないケースは多いと思います。育てた

い子ども像の前に、子どもたちの見本となる大人たちの言葉の使い方を今一度見直

してほしいと思います。言葉かけ、言葉の受け止め方というのは、人のベースの一

部をつくるものだと思います。先生方がそういったことを当たり前にできると良い

と思います。また、自己肯定感、自己有用感は必要なものであり、今回は注釈があ

り、分かりやすかったので、そういった分かりやすい表現があると良いのかなと思

いました。 

教育長：自己肯定感、自己有用感をもてる子どもたちを育てるということは、まずもって、

自己肯定感、自己有用感を教員がもつべきだと伝えております。また言葉遣いなど

も、すべて見本は教員だと伝えております。どうしてもたくさんの子どもたちを見



 7 

ているとつられてしまうこともあるかと思います。工夫できるところは工夫させて

いただきますので、またご意見をお願いします。 

 

鶴田委員：１０月に教育委員になり、刈谷市の教育方針を初めて見て、とても素晴らしい

ものだと思いました。高ストレスな社会で、どれだけ打たれ強くなれるかと考えた

ときに、根底にあるのは、自己肯定感を高めることだと思います。小さいうちから

長所を伸ばせるように、また当たり前のことが当たり前にできるようにすることは

大切だと思います。私も子育てに関わってきて、親同士の会話の中でも、思いやり

のある子、社会性のある子になってほしいということはよく出てきます。私は、子

どもの教育は家庭教育にあると考えておりますが、他人との距離感を学び、社会性

を育むことや他人と一緒に過ごすといった経験は学校でしか学べないと思います。

先生方には、子どもたちと接する中で、当たり前のことを当たり前にでき、思いや

りのある子どもたちを育てていただけるよう、ご配慮いただけたらと思います。 

 

教育長：いろいろなご意見、ありがとうございます。参考にさせていただきます。次期学

習指導要領では、最大のキーポイントとして、コミュニケーション能力の育成が掲

げられるかと思います。それも踏まえて、平成３１年度の教育方針につきましては、

また校正をし、提出させていただきますのでよろしくお願いします。 

 

            第５議事  意見交換        承認 

 

教育長：全体を通して質疑を許可 

 

学校教育課長：全国学力・学習状況調査についてですが、来年度は、４月１８日に行われ

ることに確定しました。中学校英語の「話すこと」の調査が新たに加わります。パ

ソコン室でヘッドホンをつけて試験を受けてもらうことになります。機器に不具合

が生じないか、隣の席の子の声が聞こえてしまうのではないかなど想定される質問

もあるので、そうしたことに関する説明会を開きながら、調査を実施する方向で進

めております。 

 

教育長：法改正により、来年５月に１０連休があると思います。例年ですと、この時期に

家庭訪問を行っていましたが、休日になってしまいます。そのため、家庭訪問をど

うするかという課題があります。また、刈谷市教育研究会総会も同時期にあり、ど

うするべきかと考えております。教育委員会として夏休みを減らしたくはないので、

土曜日に出校したり７時間目を設けたりして、時間を増やすしかないのかなと思っ

ております。来年だけの話になるので、一過性のものになるかと思いますが、イン

フルエンザの流行による学級閉鎖など予期せぬ休みが生じることもありますので、

時間の確保がなかなか難しく、このような課題があることをご報告させていただき

ます。 

学校教育課長：今のところ、学校によっては家庭訪問を夏休みに検討しているところもご
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ざいます。また、例年、４月の後半に行われている刈谷市教育研究会総会をなくし

て、授業時間の確保に充てたいという方向で考えております。 

 

石田委員：雁が音中学校に来年入学予定の保護者の方から、雁が音中学校の生徒は、体操

服を着て、その上から制服を着なければならない、と聞いたのですが、本当でしょ

うか。体育の授業等で汗をかいた体操服の着替えもせず、その上から制服を着てい

る状況だと聞きました。 

学校教育課長：着なければならないということはないと思います。更衣室も各学校に用意

されていますが、この件についてまた確認いたします。 

 

畠委員：１２月半ばに愛知県市町村教育委員会連合会に出席しました。今回は、総合教育

会議の議題について情報交換を行いました。いじめ、不登校、教員の多忙化などが

多くの市で議題に諮られているという印象を受けました。中には、地域特有の統廃

合をテーマにしているところもありました。会議に参加し、刈谷市は環境に恵まれ

ていると思いました。また、岩倉市や長久手市では、タイムカードが導入されてい

ると聞き、驚きました。このタイムカードの導入は、先生たちを管理するものでは

なく、数値が目に見えることによって、残業時間の減少につながるとのことでした。 

教育長：あま市も導入されていると聞いています。尾張の方から導入されていくのだと思

います。 

畠委員：スマートフォンと連携しているため、みんなで状況把握ができるとのことでした。

また意外と費用がかからないとおっしゃっていました。 

 

池田委員：ＰＴＡ関連の会に参加しているのですが、産業振興センターの駐車場がとても

不便だと感じます。 

教育長：産業振興センターの駐車場が不便であることは承知しておりますが、催しものが

重なっていなければ、絶対数はあると思います。 

生涯学習課長：駐車場は６００台ほどございます。駐車場の出入り口付近の傾斜がきつい

ため、少し不便だと思います。来年度は事前清算できるようになる予定です。 

池田委員：駐車場の出入りも大変ですが、駐車場の台数も足りておらず、とても狭いです。

駐車場が足りなくなると４階が開放されているのですが、開放されるタイミングが

遅いので、あらかじめ開放してくださると助かります。駐車場の台数が足りていな

いことが大きな問題かと思います。 

教育長：ありがとうございました。 

 

教育長：１２月議会の一般質問、市民文教委員会の質疑について何かありましたら、次回

の定例会でお知らせください。 

 

教育長：事務局連絡事項を許可 

 

教育総務課総務係長：次回教育委員会定例会の日程等について確認 



 9 

 

教育長：以上をもちまして、平成３０年第１２回教育委員会定例会をすべて終了いたしま

す。 

 

                会議閉会時間     午後３時５８分 

 

               教 育 長    


